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回答思考時間計測を用いた Web 回答システムの開発および無効回答判定についての検討 
 
Development of a Web-Based Questionnaire System Capable of Measuring Thinking 




















Information and Communication Technology）を活
用して教育の質向上を目指すものである．今日の










































































操作時間 Top： 回答中に画面操作に要した時間． 

























図 1 連続質問表示形態による本システム画面 
 
 






































ェクトを用いた．これは W3C 勧告候補（Candidate 





























ラムとサーバ側の Java プログラムが動作する Web
システムである．データベースサーバに MySQL5.7
を， Web サーバに Tomcat7.0 を用いた．運用環境と
して，サーバマシンに Windows Server 2012 R2，CPU 
リスト 1 イベント継続の検出処理 
 






EVENT1  Top開始 Top終了 ウィンドウスクロール scroll 
ウィンドウサイズ変更 resize 
ウィンドウ位置移動 タイマー 
他ページへ遷移 beforeunload  EVENT2 Tthnk中断，Tpause開始 － 
ウィンドウフォーカス消失 blur 
ページ再表示 load  EVENT3 Tpause終了，Tthnk再開 － ウィンドウフォーカス取得 focus 
選択肢のクリック，キー操作 click，keydown CLICK Tthnk終了，質問遷移， Tthnk開始 － 
1: var timer = null; // タイマー変数
2: function eventListener() { // イベント リ スナー
3: clearTimeout(timer); // タイマー停止
4: timer = setTimeout( // タイマー開始






 Intel Core i5 2.8GHz，メモリ 8GB，SSD 500GB を
用いた．クライアントマシンには Windows10 ノート












は 30 件，記述語（選択肢）はすべて 5 者択一であ
る．また，平均質問文長は 34.0 字，平均選択肢長
は 86.9 字である．表示レイアウトは，図 1 に示し
たように垂直方向に自己評価レベルの高い順に選
択肢を配置し，フォントには視認性の良好な Noto 



















方式 2： 質問ごとに全回答者の Tthnk の一定パーセ
ンタイル値を閾値とし，Tthnkがそれを下回
る回答が一定数の場合，無効回答とする． 







































表 2 無効回答判定方式の比較と妥当性予想 
 









の問題 対応 対応 非対応 
処理コスト 高 低 低


























































図 5 は，方式 1 に対して，方式 2，3 にどれだけ
近い効果があるかを見るために，方式 1に対する無
効回答の回答者一致率を示したものである．例えば，
方式 2の無効回答一致率は式 2で求める． 
 
nሺ方式 1		∩	 方式 2ሻ	ൊ	nሺ方式 1ሻ   （式 2） 
 
無効回答一致率を見ると，方式 1 と 3 では約 50
～70%と低いが，方式 1と 2では約 90%と多くが一致







表 3 分析パラメータの設定 
 
設定目標 無効回答 10% 無効回答 15% 無効回答 20% 無効回答 25% 無効回答 30% 
方式 1 ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３
読速度(字/分) 1372 － － 1380 － － 1300 － － 1380 － － 1230 － －
パーセンタイル基準(%) － 6.3 10.1 － 6.6 15.0 － 7.5 20.0 － 6.6 25.1 － 7.7 30.2
基準個数 7 7 － 5 5 － 4 4 － 3 3 － 3 3 －
実際の無効回答率(%) 10.1 10.1 10.1 15.0 15.0 15.0 20.0 20.0 20.0 25.1 25.1 25.1 30.2 30.2 30.2
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(a) 方式 1                    (a) 方式 1 
   
(b) 方式 2                    (b) 方式 2 
   
(c) 方式 3                    (c) 方式 3 
  図 3 有効回答の分布（無効回答 20%）        図 4 無効回答の分布（無効回答 20%） 
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